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がん診療における腫瘍内科と腫瘍センターの取り組み
　今日のがん診療においては、診断・
治療技術が高度かつ多彩になってきた
ことに伴い、病気の進行段階に適切に
対応した個別化医療と多職種からなる
医療専門家チームによる総合的かつ全
人的な医療が求められています。我が
国においては、これら高度ながん医療
と臓器横断的ながん診療のマネージメ
ントを行い、体と心の両面からがん特
有の症状に対するケアを行う医療体制
の整備が進められていますが、一方で、
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希望の切れ目のない総合的がん医療について
腫瘍内科、腫瘍センター　醍醐　弥太郎

標準的ながん治療の効果がなくなった
患者さんは新しい治療法を求め、「が
ん難民」という社会的問題が生じてい
ます。
　私たちは高い倫理性と科学性に基づ
いた最新の標準的がん薬物治療と緩和
ケアを提供し、さらには新しいがん医
療の開発を推進することによって、こ
のような患者さんへ希望の切れ目のな
い医療を提供することも大きな課題の
一つと考えています。滋賀医科大学臨

床腫瘍学講座が統括する腫瘍内科およ
び腫瘍センターは、がんと診断された
ときから切
れ目なく続
く質の高い
総合的がん
医療の推進
に取り組ん
でいます。

全人的チーム医療の実践
患者さんと家族が抱える精神的苦痛へ
の専門的ケアを年間1800件程度行い、
生活の質（QOL）の維持・向上に向
けた支援を行っています。
　一方、がん相談支援部門では、患者
さんや家族が治療を受ける上での不安
や悩み、仕事や暮らし等について、が
ん専門相談員が相談をお受けしてい 
ます。
　本院では、さまざまな臓器のがんの
専門医が在籍しており、例えば治療方
針の決定は一人の医師の判断ではなく、
腫瘍センター教育・研修部門を中心に
病気ごとのキャンサーボードミーティ
ングを行い、最善の治療方針を決めて
います。
　また、患者さんや家族が、がんになっ
たとき「ともに生きるチカラ」を高め

ていただき、がんと向き合って自分の
人生を切り開いていけるよう支援する
ことを目的とした、腫瘍センター主催
のがん教室（年６回）、腫瘍センター
講演会（年３回）、がん医療公開講座（年
２回）等を開催しています。

　腫瘍センターにおいては、厚生労働
省指定の地域がん診療連携拠点病院と
して、がん医療を包括的に支える７部
門（化学療法、緩和ケア、がん登録、
がん相談支援、診療連携、教育・研修、
先進医療推進の各部門）が、社会の要
請であるがん専門医・医療スタッフに
よる高度なチーム医療の実践に努めて
います。
　例えば、化学療法部門では、がん専
門の医師および医療スタッフが外来で
行う年間約5000件程度の様々な種類の
がんに対する薬物治療を安全かつ適切
に実施しています（図１）。
　緩和ケア部門では、緩和ケアの経験
が豊かな多職種の医療スタッフで緩和
ケアチームを編成しており、がんと診
断された時から、体の苦痛となる症状、

■腫瘍センター化学療法室の運営と標準的薬物療法、高度集学的医療の提供
■化学療法プロトコール審査委員会・化学療法委員会活動
■緩和ケア委員会・緩和ケアチーム活動
■キャンサーボードミーティングの開催
■がんプロフェッショナル養成基盤推進プランの支援
■がん拠点病院活動
■先進医療開発推進

滋賀医科大学
腫瘍センター
の活動

図1：化学療法室：リクライニングシー
トが配置され安心した環境で治療
を受けられます。



滋賀医科大学医学部附属病院ホームページ　(http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/)

◦患者さんと共に歩む医療を実践します
◦信頼・安心・満足を提供する病院を目指します
◦あたたかい心で質の高い医療を提供します
◦地域に密着した大学病院を目指します
◦先進的で高度な医療を推進します
◦世界に通用する医療人を育成します
◦健全な病院経営を目指します

「信頼と満足を追求する『全人的医療』」
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先進的がん医療の推進

　腫瘍内科においては、腫瘍内科医に
よる各種の臓器のがんに対する外来で
の最新の薬物治療や緩和ケアに加えて、
新しい治療法の開発のために、これま
で、治験・先進医療や各種のオーダー
メイド治療等を通じた滋賀医大の特色
あるがん医療を提供してきており、全
国のがん患者さんや病院からの先進的
がん医療に関する相談・診療依頼を受
け入れています。

　また、滋賀県がん
診療高度中核拠点病
院の指定を受けて、滋
賀県内や近隣府県の
がん診療連携拠点病
院および全国の大学・
病院と連携したがん
の新薬と
オーダー
メイド治
療の開発

に関わる各種の臨床試験
や治験等を実施していま
す。現在は、新しい分子・
免疫療法等の開発を進め
ていますが、その一つの
試みとしては、非小細胞
肺がんに対するがんワク
チン療法の治験を開始し、
手術後の肺がんの再発予
防に向けた臨床開発等に

も取り組んでいます（図２）。
　また、がん治療に関わる専門診療科
と連携して、がんの標準治療と先進的
医療から緩和ケアによる生活の質
（QOL）の維持を含めた希望の切れ
目のない総合的がん医療の提供を行っ
ています。

　たとえば、「がんと診断されたがどうしたらいいか？」
「セカンドオピニオンを聴きたい」「治療費のことが心
配」「仕事は続けられるのか？」など、さまざまな相談
をがん専門相談員（看護師・医療ソーシャルワーカー）
がお受けしています。
　当院の患者さん以外でも、どなたでもご利用いただ
けます。相談は無料で、相談者の了解なく相談内容が
相談員以外に伝わることはありません。

がん相談支援部門　　077-548-2859　　gsoudan@belle.shiga-med.ac.jp

相　談　時　間　　月～金　午前9：00～午後5：00　＊原則60分以内

がん相談
支援部門
について

図2：がんに対する免疫：リンパ球（免疫細胞）にがん細胞
攻撃を指令する樹状細胞を抗原（がんの目印）で刺激
する方法を使います。


